
第５回 五ヶ瀬川水系等浸水被害及び土砂災害軽減対策協議会

４．主な意見・コメント等
①想定最大規模の浸水想定区域図・土砂災害警戒区域図の早
期公表
②防災学習教材・シラバスの作成・充実
③こどもたちを対象とした防災教育の充実及び教員への防災
学習の実施・促進
④社会システムの回復のための取組・計画の作成・推進

１．概 要
平成29年度に実施した各機関の取組内容から先進的に進められている事例を話題提供として報告を行った。洪水警報の危険度分布の予測や
想定最大規模の浸水区域における要配慮者名簿のリストアップ、地域防災計画の見直し、ハザードマップの作成などの進捗状況を共有した。

２．実施状況
○日 時：平成３０年６月２５日（月）
○場 所：延岡市役所 2階講堂
○出席者 ：宮崎地方気象台、宮崎県、延岡土木事務所、西臼

杵支庁、 延岡市、高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町、
宮崎大学、延岡河川国道事務所

関係機関約３０名参加

村上先生（宮崎大学） 杉尾先生（宮崎大学） 延岡河川国道事務所長 宮崎地方気象台長 延岡土木事務所長

３．議事内容

①これまでの経緯について
②各機関からの話題提供について
－堤防整備と詳細な堤防高の確認について

：延岡河川国道事務所長
－ICTを活用した洪水情報･大雨警報情報・土砂災害警戒情報

の提供 ：宮崎地方気象台長
－L2浸水想定区域策定状況について

：延岡土木事務所長
－土砂災害に関する防災教育について

：西臼杵支庁長
－要配慮者等を対象にした避難体制の確立及び避難方法の
周知について等 ：延岡市長

－インフラ事業者と連携した情報提供について等
高千穂町副町長

－防災避難訓練について ：日之影町長
－土砂災害ハザードマップの作成について ：五ヶ瀬町長

西臼杵支庁長 五ヶ瀬町長延岡市長 高千穂町副町長 日之影町長


